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市民と直結した市政をめざして
市の組織機構大巾に改革了月君 日

七
月
一
日
か
ら
市
役
所
の
機
構
か
大
巾
に
変
り
ま
し
た
。
》

最
近
市
役
所
の
仕
事
㈲
、
地
域
開
発
や
交
通
事
情
の
急
変
、
そ
一
↓

れ
に
と
も
な
う
公
害
の
増
加
な
ど
、
社
会
経
済
の
発
展
、
産
業
一

一
界
の
技
術
革
新
の
影
響
を
受
け
、
た
い
へ
ん
量
が
多
く
複
雑
に
》

一
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
職
員
を
ふ
や
さ
ず
、
的
確
に
、
よ
り
早
く
、
効
率
的
華

に
処
理
し
て
‐
市
民
と
肛
結
し
た
市
政
」
と
す
る
た
め
、
窓
口
》

一の改善、蛎務の一本化など管理体制の改轆をいたしま一した。
こ
の
機
柵
改
岫
は
、
前
市
瞠
に
室
岬
市
長
室
は
、
今
ま
で

の
時
よ
り
の
懸
茶
で
昨
年
七
月
回
長
到
の
秘
雷
人
部
業
務
に

呼
帷
垂
吋
蓉
榊
一
認
錘
小
峰
割
詑
‐
市
嘩
画
罹
醜
確
榊
桔
曄
歴

ら
に
検
討
し
た
結
果
、
今
ま
で
洲
整
機
能
を
強
化
い
た
し
ま
し

の
裸
制
か
ら
部
制
に
改
め
市
長
た
。

室
、
総
務
部
、
事
業
部
の
一
室
企
画
担
当
は
、
総
合
的
な
立

二
部
を
設
け
正
し
た
。
場
か
ら
各
部
門
に
助
言
、
提
案

部
制
の
ね
ら
い
は
、
市
の
竹
な
ど
連
絡
調
整
を
と
り
な
が
ら

政
に
総
合
性
を
も
た
せ
こ
れ
を
市
政
計
画
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
営

調
整
し
、
効
果
的
な
運
営
を
し
さ
‐
れ
る
よ
う
に
．
ま
た
内
部
の

よ
う
と
て
る
も
の
で
す
。
組
織
機
構
、
事
務
改
善
な
ど
の

関
連
す
る
課
を
部
に
ま
と
め
、
業
務
を
行
次
い
ま
す
。

部
長
に
大
巾
な
椛
限
を
も
た
せ
秘
書
人
事
扣
当
の
中
に
は
、

て
、
部
門
の
調
整
を
行
な
い
責
み
な
さ
ん
の
受
付
窓
口
と
な
る

任
体
制
を
よ
り
明
確
に
す
る
と
市
民
相
談
係
を
玄
関
ロ
ビ
ー
に

と
も
に
、
従
の
組
織
と
樅
の
各
新
し
く
設
け
ま
し
た
・

部
門
の
連
絡
を
密
に
し
て
、
事
こ
れ
は
、
今
ま
で
各
課
こ
と
に

務
の
能
率
化
と
市
民
の
サ
ー
ビ
行
な
わ
れ
て
い
た
市
役
所
に
対

ス
の
向
上
を
は
か
ろ
う
と
す
る
す
る
陳
情
要
望
、
苦
情
、
相

も
の
で
す
。
談
な
ど
の
窓
口
を
一
本
に
し
て

次
に
今
回
の
改
革
に
よ
り
新
設
柔
な
さ
ん
の
声
が
直
接
市
長
室

さ
れ
た
課
、
係
に
つ
い
て
お
お
長
と
企
画
に
つ
な
か
り
市
政
に

む
ね
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
い
反
映
さ
れ
て
、
よ
り
早
く
適
切

た
し
ま
す
。
な
解
決
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
す

総
務
部
な
ど
一
一
一

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
机
談
、
公
害
、
畜
産
係
を
新
設

部室

制
を
採
用

る
た
め
で
す
。

そ
の
ほ
か
市
民
相
談
係
で
は
、

市
根
「
た
か
は
ぎ
」
の
発
行
、

市
政
モ
’
一
タ
ー
、
交
通
安
全
対

策
（
交
通
指
導
員
）
、
交
通
災

害
共
済
事
務
や
来
庁
者
の
案
内

も
い
た
し
ま
す
か
ら
、
象
な
さ

ん
の
窓
口
と
し
て
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

国
体
事
務
肘
は
狛
年
茨
城

国
体
の
う
ち
高
萩
で
行
嘩
わ
れ

る
準
仙
式
野
球
の
準
備
、
運
営

の
た
め
に
識
け
ら
れ
ま
し
た
。

川
面
川
部
‐
総
務
部
は
事
務
部
門

価
務
田
が
総
括
さ
れ
た
も
の
と

酬
総
１
斗
華
牽
疏
瀞
務
課
は
解

消
し
て
、
巾
の
財
政
を
つ
か
さ

ど
る
財
政
課
、
一
般
庶
務
、
市

有
財
産
管
理
な
ど
を
行
な
う
庶

務
課
の
二
課
に
分
離
さ
れ
ま
し

た
り
庶
務
裸
に
は
、
文
書
の
印

川
、
発
送
、
保
存
な
ど
の
管
理

を
す
る
た
め
文
書
係
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

衛
生
課
は
、
従
来
の
保
険
衛

生
課
よ
り
独
立
し
て
・
環
境

衛
生
、
予
防
衛
生
、
公
害
の
三

係
を
新
設
↑
市
民
の
環
境
改
蒔

と
健
旗
を
守
り
、
公
害
の
な
い

明
る
く
豊
か
な
街
を
つ
く
る
た

め
強
く
推
進
す
る
こ
と
に
い
た

都
市
開
発
課
は
、
都
市
計
画

事
業
や
各
種
団
地
の
造
成
な
ど

が
、
一
貫
し
た
長
期
計
画
に
基

づ
い
て
、
秩
序
あ
る
都
市
の
形

成
に
し
て
い
く
た
め
新
設
さ

れ
た
も
の
で
、
都
市
計
画
係
、

開
発
係
そ
れ
に
観
光
開
発
に
と

も
な
う
商
工
業
の
育
成
の
た
め

の
商
工
観
光
係
で
編
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
ま
で
の
産
業
諜
は
農
林
課

に
改
め
、
農
道
、
水
路
の
管
理

や
治
山
治
水
、
農
地
改
良
事
業

な
ど
の
業
務
を
受
け
も
つ
農
業

土
木
係
、
黒
牛
な
ど
畜
産
振
興

普
及
の
た
め
畜
産
係
の
二
係
を

新
設
し
て
、
総
合
農
政
へ
の
諸

施
策
を
お
し
す
す
め
て
豊
か
な

農
業
経
済
の
確
立
を
は
か
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

し
ま
し
ま
し
た
・

巾
Ｋ
澱
は
、
窓
刷
を
一
本
と

す
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
係

同
民
年
金
係
の
保
険
業
務
を
統

合
し
、
禰
抑
係
か
邪
務
の
合
肌

化
、
能
率
化
を
積
極
的
に
す
す

め
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り

撤
底
を
は
か
る
よ
う
に
い
た
し

ま
し
た
。

税
務
課
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
賦
課
第
一
、
第
二
係
な
ど
の

係
名
を
、
事
務
内
容
の
わ
か
り

や
す
い
市
民
税
係
、
固
定
資
産

和
係
な
ど
と
い
う
よ
う
に
改
名

い
た
し
ま
し
た
。

Ⅷ
部
‐
建
設
部
門
の
建
設
、

に
業
哩
都
市
計
画
、
股
林
の
三

‐
事
‐
課
を
空
と
め
て
事
業
部

・
・
と
い
た
し
ま
し
た
。
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市役所の課1局4所1の配置と取扱事務

市
民
課

戸
籍
、
住
民
登
録
、
転
入
転
出
、
印
鐺
証
明
、
外

人
登
録
、
埋
火
葬
の
許
可
、
火
葬
場
使
用
許
可
、
主

食
の
配
給
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
日
雇
保

険
、
妊
娠
届
、
公
会
堂
研
修
会
館
の
使
用
許
可
、
自

動
車
臨
時
運
行
許
可
に
関
す
る
こ
と
。

衛
生
課

伝
染
病
、
各
種
予
防
接
種
、
母
子
保
健
、
狂
犬
病

そ
族
昆
虫
駆
除
、
成
人
病
、
結
核
、
精
神
衛
生
、
献

血
事
業
愈
清
掃
保
持
（
ご
ゑ
し
尿
処
理
）
、
公
害
、

火
葬
場
の
管
理
、
墓
地
、
君
田
診
療
所
、
高
萩
市
及

十
王
町
衛
生
組
合
、
高
萩
北
茨
城
と
畜
場
組
合
に
閲

す
る
こ
と
。会

計
課

現
金
出
納
、
有
価
証
券
の
保
管
、
物
品
の
出
納

（
用
度
）
に
関
す
る
こ
と
。

税
務
課

市
民
税
、
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
軽
自
動
車
税
、
木
材
引
取
税
・
市
税
の
徴
収

土
地
家
屋
台
帳
、
地
代
家
賃
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
、
税
務
関
係
の
証
明
、
納
税
組
合
、
そ
の
他

税
全
般
に
関
す
る
こ
と
。

市
民
相
談
係

市
民
相
談
、
広
報
（
市
報
た
か
は
ぎ
）
公
聴
、
陳

情
、
請
願
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
、
交
通
安
全
対
策
（
交

通
指
導
員
）
、
交
通
災
害
共
済
に
関
す
る
こ
と
。

秘
書
人
事
担
当

秘
書
、
人
事
、
給
与
、
当
肛
、
公
平
委
員
会
に
閥

す
る
こ
と
。
（
市
岻
相
談
係
に
つ
い
て
は
一
階
）

へ

凸一一

階

一

、（
一
一

階

一

企
画
担
当

市
政
の
総
合
企
画
、
洲
整
、
事
業
計
画
、
組
織
機
櫛
、
事
務
管
理

に
関
す
る
こ
と
。

国
体
事
務
局

帽
年
茨
城
国
体
（
高
萩
市
は
準
似
式
野
球
）
の
準
備
．
運
営
に
間

す
る
こ
と
。財

政
課

予
算
の
編
成
、
市
価
、
交
付
税
、
支
出
伝
票
、
市
有
財
産
維
持
智

理
市
営
住
宅
、
庁
舎
維
持
管
理
、
電
話
交
換
、
工
事
請
負
契
約
、
工

事
検
査
、
物
此
資
材
購
入
契
約
に
関
す
る
こ
と
。

庶
務
課

文
書
収
署
発
送
、
そ
の
他
文
書
全
般
、
図
書
公
印
の
管
守
、
連
絡

員
（
常
会
長
）
、
統
計
、
市
議
会
の
招
集
議
案
、
市
の
境
界
町
名

他
の
主
符
に
属
し
な
い
事
項
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
。

議
会
事
務
局

庶
務
訓
査
（
庶
務
、
資
料
収
集
、
陳
怖
講
願
、
議
長
会
、
各
部
課

連
絡
）
、
議
事
（
議
会
、
委
員
会
、
公
聴
会
、
会
議
録
）

農
林
課

土
地
改
良
、
農
道
、
水
蹄
、
湘
池
、
農
林
業
椛
造
改
善
、
農
業
土

木
、
農
林
、
水
匪
、
農
産
物
、
農
作
物
病
虫
害
防
除
畜
産
、
狩
猟

許
可
、
治
山
、
治
水
、
農
業
共
済
に
関
す
る
こ
と
。

都
市
開
発
課

商
業
、
工
業
、
企
業
診
断
商
工
会
、
物
産
の
穴
伝
、
計
量
器
、

公
園
、
観
光
、
観
光
協
会
、
企
業
誘
致
、
開
発
閑
地
、
都
市
計
画
、

区
画
整
理
、
遊
園
地
、
屋
外
悠
告
物
に
関
す
る
こ
と
・

建
設
課

道
路
、
橋
梁
、
河
川
、
住
宅
対
策
、
公
共
土
木
施
設
、
災
害
復
旧

覗
業
、
失
業
対
策
事
莱
、
市
営
住
宅
の
建
築
、
建
築
申
請
、
測
量
、

道
路
占
用
仙
用
許
可
．
そ
の
他
土
木
池
築
に
関
す
る
こ
と
ｃ

住
宅
公
社

公
営
住
宅
（
建
没
、
賃
貸
、
分
縦
）
、
桝
極
公
共
用
地
（
取
得
、

造
成
、
獅
抑
、
処
分
）
に
川
す
る
こ
と
。

F
階

ー

事
務
監
査

器
－
１牌
一
分
杉 農

業
委
員
会

農
地
の
あ
っ
せ
ん
、
所
有
椛
移
転
、
価
借
椛
設
定
許
可
、
転
用
汗

可
、
股
業
者
年
金
、
そ
の
他
股
地
の
改
善
に
側
す
る
こ
と
。

監
査
委
員
事
務
局

事
務
監
査
、
市
会
計
の
出
納
検
在
及
び
決
算
蒋
在
に
閲
す
る
こ
と
。

福
祉
事
務
所

生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
家
庭
奉
仙

員
）
、
精
神
繩
弱
者
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
（
家
庭
奉
仕
員
）
、
戦

没
者
遺
族
援
護
、
母
子
祁
祉
（
小
口
資
金
の
貸
付
）
、
保
育
所
、
災

害
救
助
、
行
路
病
人
死
亡
人
、
共
同
募
金
、
日
本
赤
十
字
募
金
、
社

会
一
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
協
議
会
、
造
族
会
、
子
供
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
そ
の
他
社
会
福
祉
に
閲
す
る
こ
と
。

筌

司

道

課

ｋ７

家
庭
用
水
、
工
業
州
水
、
水
道
施
投
維
持
符
川
、
そ
の
他
水
道
邪

業
に
閲
す
る
こ
と
。

教
育
委
員
会

脈
務
抑
教
育
委
員
会
識
、
教
育
財
産
の
杵
理
、
学
校
施
設
計
仙

お
よ
び
維
時
杵
理
、
教
育
施
殺
に
係
る
国
県
補
助
金
等
に
間
す
る

）
」
ｉ
シ
」
ｏ

学
務
課
市
立
幼
稚
園
小
中
学
校
、
児
童
生
徒
の
入
学
、
学
校
医

薬
剤
師
の
委
嘔
、
学
区
、
学
校
船
食
、
児
童
生
徒
教
職
員
の
健
康

診
断
、
学
校
保
雌
学
材
教
育
指
導
、
就
学
援
助
に
関
す
る
こ
と
。

社
会
教
育
課
公
民
館
、
社
会
教
育
団
体
（
青
年
、
婦
人
、
文
化
）

文
化
財
、
視
聴
覚
教
育
、
婦
人
学
級
、
青
少
年
対
策
、
体
育
指
導

市
体
育
協
会
、
そ
の
他
社
会
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

消
防
本
部

火
災
予
防
、
消
火
、
危
阯
物
取
締
、
消
火
施
設
機
具
紺
排
符
川
、

火
災
の
原
側
拙
押
洲
介
沸
報
‐
批
急
業
拷
、
火
巧
、
淌
防
川
に
側

豊
睦
Ｊ
》
④
こ
し
毛

分庁舎

請

へ
二

階
一

ヶ
ト
ー
Ｉ
三
一
一

「

今

１

Ｊ

〆

望

一
消
防
署
）

▲

階

、一一
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職
制
も
新
た
に

部
長
主
査
な
ど

今
回
の
組
織
機
柿
改
革
に
よ
を
設
明
い
た
し
ま
す
。

っ
て
新
し
く
職
制
が
変
り
ま
し
部
長
、
室
長
、
参
事

滝
」
ｏ

Ｊ
ｊ
ｊ

部
長
、
室
長
は
上
司
の
命
を
受

こ
れ
は
組
織
を
よ
り
効
果
的
け
て
部
お
よ
び
室
務
を
掌
握
し

に
活
用
し
、
人
事
管
理
を
推
進
所
属
す
る
職
員
を
指
揮
監
督
い

す
る
と
と
も
に
職
員
の
モ
ラ
ル
た
し
ま
す
。

の
向
上
を
は
か
る
も
の
で
す
。
参
事
は
上
司
の
命
を
受
け
、
特

次
に
そ
の
職
制
の
あ
ら
ま
し
定
の
事
務
を
処
理
し
ま
す
。

高萩市の行政機構
口内は新設
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課
長
〕
主
我
も
副
参
事

課
長
、
主
査
は
そ
の
課
の
事
務

担
当
業
務
を
処
理
し
、
職
員
の

指
揮
監
督
を
い
た
し
ま
す
。

副
参
事
は
参
事
と
と
も
に
特
定

の
事
務
処
理
を
い
た
し
ま
す
。

課
長
補
佐

そ
の
課
の
事
務
な
ど
課
長
を
補

佐
い
た
し
ま
す
。

係
長

そ
の
係
の
事
務
を
処
理
し
係
の

職
員
を
指
揮
監
督
い
た
し
ま
す

主
幹
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係
長
を
袖
仏
し
て
分
扣
事
務
を

処
理
し
ま
す
。

主
事
、
技
師

主
事
は
上
司
の
命
を
受
け
て
一

般
事
務
に
、
技
師
は
一
般
技
術

に
従
事
い
た
し
ま
す
。

主
事
袖
、
技
手

主
事
補
は
主
事
の
職
務
以
外
の

一
般
事
務
に
、
技
手
は
技
師
の

職
務
以
外
の
一
般
事
務
に
従
事

い
た
し
ま
す
。

雇
事
務
ま
た
は
技
術
の
補
助
的
な

事
務
に
従
事
い
た
し
ま
す
。
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（
係
長
級
以
上
）

市
長
室

△
市
長
室
長
（
兼
）
、
下
山
田

一
郎
△
秘
事
人
事
机
当
主
杏
、

石
平
典
△
同
補
佐
兼
人
事
係
長

矢
代
正
史
△
秘
書
係
長
、
大
部

浩
志
△
市
民
扣
談
係
長
、
江
尻

寛
△
企
画
担
当
主
査
、
佐
川
忠

義
△
同
補
佐
兼
企
画
係
長
、
佐

川
庄
一
△
国
体
事
務
局
係
長
、

高
野
忠
信
総
務
部

△
総
務
部
長
兼
濫
査
委
員
事
務

局
長
、
佐
川
誠
太
郎
△
財
政
課

長
、
金
沢
和
夫
△
財
政
係
長
、

高
橋
一
也
△
樒
財
係
長
、
坂
本

次
男
△
庶
務
課
長
、
金
沢
勲
△

同
補
佐
雅
文
害
係
長
、
鈴
木
八

郎
△
庶
務
係
長
、
芳
賀
博
行
△

税
務
課
長
、
木
原
市
平
△
同
補

佐
兼
市
民
税
係
長
、
大
高
智
術

△
固
定
資
産
税
係
長
、
棚
谷
寿

夫
△
国
民
健
康
保
験
税
係
長
、

小
沢
正
敬
△
管
理
徴
収
係
長
、

小
野
昭
△
市
民
課
長
、
石
田
當

吉
△
同
補
佐
兼
管
理
係
長
、
国

井
文
雄
△
市
民
係
長
、
野
木
都

吉
△
国
民
健
康
保
険
係
兼
国
民

年
金
係
長
、
今
川
誠
△
衛
生
課

長
、
佐
川
好
和
△
同
補
佐
兼
公

害
係
長
、
田
崎
雄
也
△
環
境
衛

生
係
長
、
二
瓶
省
三
△
予
防
術

生
係
長
、
中
村
は
な

事
業
部

△
事
業
部
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
長
、
矢
代
情
次
郎
△
農
林

課
長
、
大
都
間
教
△
農
林
係
兼

畜
産
係
長
、
渡
辺
守
衛
△
農
業

土
木
係
長
、
林
泰
治
△
農
業
共

済
係
長
、
鮪
不
竹
徳
△
部
市
開

発
誤
長
、
矢
吹
和
此
△
同
批
炎

庁
内
人
事

’

補
佐
兼
開
発
係
長
、
沼
田
栄
△

部
巾
計
川
係
便
、
武
藤
守
男
△

商
工
観
光
係
隆
、
政
井
光
幸
△

建
設
概
長
、
大
高
暗
男
△
同
袖

佐
、
中
野
皿
士
△
杵
理
係
長
、

遠
藤
幸
男
△
土
木
建
築
係
歴
、

大
高
渉福
祉
事
務
所

△
福
机
事
務
所
長
、
佐
藤
健
雄

△
同
袖
佐
兼
援
護
係
艮
、
鈴
木

保
三
郎
△
庶
務
係
畳
、
市
村
成

男
△
社
会
係
長
、
小
林
正

会
計
課

△
会
計
課
長
、
神
代
健
△
出
納

係
兼
用
度
係
長
、
沼
田
有
巧

水
道
課

△
水
道
抑
長
、
小
池
死
人
△
業

務
係
長
、
大
越
限
△
工
務
係
長

神
代
タ
ケ
男
△
浄
水
係
歴
、
松

本
弘
文議
会
事
務
局

△
議
会
事
務
局
長
、
川
口
安
一

△
庶
務
調
査
係
長
、
祢
原
友
寿

監
査
委
員
事
務
局

今
監
査
係
長
、
今
橘
昌
雌

農
業
委
員
会

△
次
長
、
沼
田
亭

教
育
委
員
会

△
庶
務
課
長
、
神
長
啓
二
△
学

務
課
長
、
鷺
孝
行
△
学
務
係
長

伊
藤
平
樹
△
社
会
教
育
課
長
、

矢
代
利
男

消
防
本
部

△
消
防
課
長
兼
総
務
係
長
、
本

郷
芳
△
予
防
係
長
、
星
勝
英

△
警
防
係
長
、
木
村
進

住
宅
公
社

△
副
参
事
、
豊
田
利
晴
△
業
務

係
長
、
田
中
茂
美

595
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水
道
が
一
般
家
庭
へ
給
水
さ

れ
る
の
は
四
十
八
年
四
月
に
な

る
予
定
で
す
。

巾
の
水
道
事
業
は
、
四
十
二
年

度
に
は
じ
ま
り
四
十
七
年
度
ま

で
の
工
期
で
建
設
を
進
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
水
源
の
花
貨
ダ

ム
の
工
小
が
お
く
れ
四
十
八
年

三
月
完
成
と
な
り
ま
し
た
の
で

給
水
開
始
が
延
期
さ
れ
た
も
の

で
す
。
本
年
庇
は
お
も
に
取
水
施
設

浄
水
施
設
の
工
抑
進
釣
て
お
り

ま
す
・
か
、
獅
沌
、
合
商
萩
、
浦

狐
地
区
で
Ⅲ
狭
さ
れ
て
い
な
い

元
市
長
小
峰
域
夫
氏
が
、
永

ら
く
浦
気
擁
養
小
の
処
、
六
月

二
十
六
日
、
七
十
六
才
を
も
っ

て
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
生
前
の

功
紘
を
し
の
ん
で
深
く
池
ん
で

衷
仲
の
意
を
表
し
ま
す
。

小
峰
氏
は
、
明
治
二
十
八
年

四
川
五
日
に
生
れ
、
旧
竜
ヶ
崎

初
代
市
長

水
道
の
給
水
は

小
峰
威
夫
氏
逝
去 四

十
八
年
四
月
に

道
路
に
つ
い
て
、
一
部
配
管
工

事
を
行
な
い
ま
す
。

駅
西
側
地
区
の
本
川
、
春
日
町

叩
学
校
を
卒
業
後
、
家
業
の

澗
泄
業
を
継
ぎ
、
大
正
十
四

年
町
会
議
員
に
洲
選
そ
の

後
、
町
長
、
町
議
会
議
長
、

茨
城
県
椚
辿
糺
合
煙
等
を
歴

任
、
昭
和
二
十
九
年
高
萩
市

泄
生
後
⑥
初
代
市
侭
に
就
任

し
退
任
ま
で
の
間
、
市
制
執

行
、
市
庁
舎
の
建
設
、
戦
災

復
興
邪
業
、
全
国
的
に
先
か

け
た
学
校
統
合
、
国
道
六
号

線
の
柿
装
等
数
有
の
功
績
を

幾
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、

六
月
三
十
日
大
高
寺
に
お
い

て
準
市
葬
を
も
っ
て
非
俵
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
三
万
巾
民

と
共
に
心
か
ら
ご
め
い
柵
を

お
斫
り
い
た
し
ま
す
。

大
和
町
．
安
良
川
、
山
手
地
区

の
秋
山
、
島
名
な
ど
に
つ
い
て

は
四
十
七
年
度
に
工
事
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
配
管
工
事
の
申
請
や
工

事
費
お
よ
び
水
道
料
金
な
ど
に

つ
い
て
は
決
ま
り
ま
し
た
ら
市

報
な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

体
副
調
耐
削
桝
却
卿
球

南
附
自
哉

畔
珊
《
一
才
二
十
九
回
国
民
体
こ
れ
は
来
年
九
〃
に
予
定
の
国

寺
》
ハ
、
一
葬
嘩
搾
訴
祁
給
却
癖
跡
御
岬
珂
鋸
辨
嫡
鐸
嬉
轆
耐
逢

湾
へ
〃
・
《
ま
す
。
高
萩
市
で
は
今
後
の
各
種
大
会
を
開
催
す
る

ゞ
●
：
』
ゞ
噸
．
．
．
・
軟
式
野
球
（
雅
硬
式
た
め
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
今
年

準
ふ
く
》
）
の
会
場
地
と
し
て
中
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

せ
決
定
し
て
鐙
り
、
鯨
こ
れ
ら
の
大
会
を
円
滑
に
推
避

》
：
：
技
場
を
大
心
苑
の
と
す
る
た
め
茨
城
国
体
高
萩
市
準

坐
〔
、
：

ゞ
な
り
に
建
設
し
て
お
傭
委
員
会
が
す
で
に
結
成
ざ
れ

鄙
、
却
軍
り
ま
す
。

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
巾

半
即
必
完
成
は
四
十
七
年
八
“
加
熱
唾
壼
郡
椎
鈍
輌
匂
蛙
に

封
｛
》
一
，
月
で
、
現
在
整
地
か
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

◎
源
わ
り
瀧
議
震
設
ゞ
；
吏

一
・
・
》
ゞ
●
》
．
：
着
工
い
た
し
ま
す
。

干

〆二

繊
騨
粋
鐵

鷺

入
居
者
募
集

市
内
大
字
高
萩
坂
東
塚
地
内

に
建
設
中
の
積
立
分
譲
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

こ
の
住
宅
は
皆
様
に
持
ち
家

を
実
現
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
う
け

て
建
設
す
る
土
地
付
分
譲
住
も

で
、
頭
金
（
職
立
目
標
額
）
を

一
定
期
間
定
期
的
に
分
制
し
て

積
立
て
、
そ
の
積
立
完
了
後
に

住
宅
の
引
渡
し
を
受
け
て
残
代

金
を
低
利
で
長
期
間
に
・
兀
利
均

呼
削
賦
償
還
す
る
も
の
で
す
。

申
し
込
承
お
問
合
わ
せ
は
、

茨
城
県
住
宅
供
給
公
社
業
務
課

お
し
ら
せ

分
譲
住
宅

高
萩
市
社
会
袖
祉
協
議
会
に

次
の
方
々
よ
り
、
心
あ
た
坐
ま

る
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

○
島
名
小
峰
も
ん
さ
ん
三
十
万
円

○
安
良
川
古
田
清
さ
ん三
万
円

こ
の
寄
付
金
は
社
会
補
祉
に

役
立
せ
て
い
た
堂
き
ま
す
。
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

又
鍾
、
高
萩
市
ハ
鮮
這
一
公
‐
辻
（
市
．

役
所
内
）
へ
、
受
付
期
間
は
七

月
二
十
二
日
か
ら
七
月
三
十
一

日
ま
で
の
日
曜
日
を
の
ぞ
き
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、

た
だ
し
、
土
曜
日
は
正
午
ま

で
で
す
。

二

■

■

’

二

三

二

■

■

三

二

二

二

己

教
育
委
員
会
か
ら

■

■

二

二

二

二

三

■

■

二

一

二

二

一

．
夏
の
防
犯
、
青
少
年
非
行
化

防
止
、
子
供
会
の
健
全
育
成
の

一
環
と
し
て
巡
回
映
画
会
を
行

い
ま
す
。
ご
希
望
の
部
落
、
団

体
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

◎
市
民
の
体
力
づ
く
り
を
目
標

に
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」
、

「
水
泳
教
室
」
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
希
望
者
を
つ
の
っ
て
い

ま
す
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

毎
月
才
二
、
四
日
熈
日
午
前
中

水
泳
教
室

七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
三
日

午
後
５
時
訓
分
１
８
時
訓
分

連
絡
先
高
萩
市
教
育
委
員
会

電
話
二
二
五
○
内
線
二
番

釜
旱
泌
一
昔
）

か
ら
い
ろ
い
ろ
ご
注
意
も
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
い
ち
ど

親
し
い
お
母
さ
ん
同
志
で
話
し

合
わ
れ
る
こ
と
も
良
い
で
し
よ

湯
伺
〆
。

と
か
く
ル
ー
ズ
に
な
り
が
ち
な

休
暇
中
を
健
康
に
過
ご
す
た
め

に
は
、
や
は
り
あ
る
程
度
の
規

律
を
つ
く
っ
て
正
し
く
守
ら
せ

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

規
律
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
強
く

感
じ
ま
す
が
、
リ
ズ
ム
と
い
い

か
え
て
も
良
い
わ
け
で
す
。

一
度
リ
ズ
ム
を
踏
承
は
ず
し
て

ど
う
せ
休
ゑ
だ
か
ら
と
放
っ
て

お
く
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
は
ず
れ

て
、
こ
ん
ど
新
学
期
の
始
ま
る

時
期
ま
で
持
ち
越
す
よ
う
な
こ

と
に
な
る
と
、
前
学
期
の
終
り

頃
持
っ
て
い
た
感
覚
に
も
ど
す

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

先
生
方
は
、
子
供
た
ち
の
顔
色

や
態
度
で
、
夏
休
象
を
ど
う
過

ご
し
た
か
が
わ
か
る
と
い
う
の

も
ウ
ソ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

規
則
、
規
律
と
い
っ
て
も
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
無
理

に
こ
し
ら
え
も
の
で
な
く
て
、

こ
れ
は
お
子
さ
ん
に
自
分
で
時

間
表
を
作
ら
せ
た
ほ
う
が
良
い

の
で
す
。

お子さんは自分でこしらえた時間表を守って過ごすように、ご両親もこれに協力して守り良いようにしてやりましょう。

生活灘モ
学
校
の
夏
期
休
暇
催

二
十
三
日
か
ら
一
ケ

月
以
上
も
の
長
い
休

承
に
入
り
ま
す
。

そ
の
前
に
夏
休
み
中

の
く
ら
し
方
に
つ
い

て
、
担
任
の
先
生
方
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